








































































































































めだかのめぐ Ｃ-(14) 読み物資料 めぐ
先生　みんな
なし








げんきでね，あげはくん Ｄ-(18) 読み物資料 わたし
あげはくん
なし
おかしくないかな Ｃ-(10) 場面ごとのイ
ラスト
多数 なし
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発問１　自分が困ったときに，だれかから助けてもらったことはありますか。その時，どんな気持ちになりましたか。
発問２　おばあさんを見たはやとさんは，どんなことを考えていると思いますか。
発問３　どうしておばあさんは笑顔になってきたと思いますか。
発問４　はやとさんとおばあさんは，おばあさんの家の前に着きました。二人はどんなお話をしたと思いますか。
　役割演技を行う。
　　⑥　役割演技の実際
　本実践は，筆者のメモとビデオからプロトコルを起こした。役割演技は，場面設定，役割演技を行った後，観客への
リフレクション，演者へのリフレクションの順で行っている。これは，観客のリフレクションを聞くことで演者が自分
の行為について考えたり，意味付けしたりすることができるようにするためである。また，演者に質問をした際に，返
答が短い場合は，再度質問をして演者の行為に対する根拠を聞き取るようにしている。
　　　ア　場面設定（演出者役割）
　役割演技を行う前に場面設定を以下のとおり行った。授業中の発言を基に，おばあさん，はやとに自我関与している
と思われる児童を演者に選んだ。
　Ｔ：授業者　Ｃ１：おばあさん役　Ｃ２：はやと役
　　　イ　役割演技　　
　　　ウ　観客へのリフレクション（分析者役割，発達援助者役割）
Ｔ　：おばあさん，はやとさんが「荷物を持ちましょうか」と言ってくれた時どんな気持ちだった。
Ｃ１：うれしかった。
Ｔ　：荷物を持ってくれて，おばあさんの家の前まで行きました。おばあさんは，はやとさんに何と言いますか。
Ｃ１：ありがとうって言う。
Ｔ　：はやとさん，恥ずかしかったけれど，「おばあさん，荷物を持ちましょうか」と言ったら，おばあさんが喜
んでくれたんだね。じゃあ，荷物を持って，おばあさんの家の前に着いたところから始めるよ。
Ｔ　：みんなも，自分だったらどんなことをお話しするか考えてね。
Ｔ　：それでは，おばあさんの家に着きました。どうぞ。どちらから始めてもよいですよ。
Ｃ１：「ありがとう。」
Ｃ２：「はい，ええっと，どういたしまして。また困ったことがあったらいつでも言ってね。」
Ｃ１：「はい。」
観客：すごーい。
Ｔ　：はじめにおばあさんは，はやとさんに何と言いましたか。
Ｃ３：「ありがとう」と言いました。
Ｔ　：このときのおばあさんの顔はどんな顔をしていましたか。
Ｃ４：うれしい顔。
Ｔ　：それはみんな同じ？
児童：うん
Ｔ　：この後，はやとさんはありがとうと言われて何と言っていましたか？
Ｃ５：「どういたしまして。」
Ｔ　：この時のはやとさんの顔，見た人いる？
Ｃ６：忘れました。
Ｃ７：にこにこ顔だった。
Ｃ８：笑顔だった。
Ｃ９：忘れました。
Ｔ　：このあと，また，はやとさんがおばあさんに何か言っていたね。覚えている人はいますか。
Ｃ10：「また，なんか困ったら……。困ったことがあったらまた呼んでね。」
Ｔ　：「困ったことがあったら，また呼んでね」って言っていたね。
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　Ｔ①の質問に対して，観客Ｃ11は，おばあさんの置かれた立場に自我関与しながら親切な行為をされた時の気持ちを
振り返っている。
　Ｔ②の質問に対して，観客Ｃ７は，はやとさんの置かれた立場に自我関与しながら親切な行為をし，感謝された時の
気持ちを振り返っている。その発言を受け演者Ｃ２はうなずいていた。さらに観客Ｃ５の発言からは，「親切にするこ
とで相手は笑顔になり，さらに自分も笑顔になった」と理解することができる。短い役割演技の内容であったが，観客
は演者の演技に自我関与しながら道徳的価値のよさを実感的に理解し，演者は観客の児童の解釈を受けて，自分の演じ
た役割に対する振り返り（解釈）を行ったと言える。この解釈から，次のような演者の分析が可能となった。
　　　エ　演者へのリフレクション（分析者役割，発達援助者役割）
　Ｔ③の解釈を聞いたＣ１はうなずいていることから，親切にされたことによって嬉しい気持ちになったことを実感的
に理解していることが分かる。また，Ｔ④でＣ２が行った演技について根拠を問うているが，「嬉しかったから」と一
言で述べるに留まっていたので，再度Ｔ⑤でＣ２に質問した。すると，Ｃ２は「ありがとうって言われて嬉しくなっ
た」と理由を述べることができた。このように，Ｃ２は相手に優しく接することで，自分も嬉しくなることを実感を
伴って理解することができたと考える。
　ところで，場面設定から演者へのリフレクション終了までの時間は，約７分間だった。その時間内で，実際にメモを
とることができたのは，イ（役割演技），ウ（観客へのリフレクション）であった。エ（演者へのリフレクション）は，
演者の肩に手を置いたり，そばに寄り添ったりしながら監督役割を果たすため，メモを取ることができなかった。しか
Ｔ　：それ，覚えている人。
児童：11人挙手
Ｔ①：どうして，おばあさんは，にこにこしながらありがとうって言ったのだろう。
Ｃ11：はやとさんから荷物を持ってもらったから嬉しくなった。
Ｔ②：なんで，はやとさんまでにこにこ顔になったの？
Ｃ７：「ありがとう」って言われて，うれしいなって気持ち。
Ｔ　：おばあさんからありがとうって言われて，うれしい気持ちになったんだ。
Ｃ２：（うんうんとうなずく。）
Ｃ５：おばあさんが笑顔になったから，（はやとさんは）笑顔になった。
Ｔ　：おばあさんが笑顔になったから，はやとさんも笑顔になったんだ。
Ｔ　：おばあさんはどうしてにこにこ顔になったんですか。
Ｃ１：荷物を持ってもらったから。
Ｔ③：あぁ，荷物を持ってもらったからうれしい気持ちになって笑顔になったんだ。
Ｃ１：（うなずく。）
Ｔ④：はやとさんは，おばあさんから「ありがとう」って言われて，にこにこ顔で「どういたしまして」って言っ
たでしょ。どうして，にこにこ顔で言ったの？
Ｃ２：嬉しかったから。
Ｔ⑤：どうして嬉しかったの。
Ｃ２：「ありがとう」って言われて嬉しくなった。
Ｔ　：あっ。「ありがとう」って言われて自分も嬉しくなったんだ。
Ｔ　：でも，荷物重かったでしょ。荷物重かったけど，「ありがとう」って言われて嬉しかったんだ。
Ｃ２：（うなずく。）
Ｔ　：はやとさん，「また，困ったことがあったら声を掛けてください」って言ったでしょ。何で言おうと思ったの。
Ｃ２：また，困ったらいろいろ大変なこと起きたら，呼んでねって（思ったから）。
Ｔ　：困っている人を見たら，自分は助けたいなという気持ちがあったんだ。
観客：渡る時とか，荷物，重いからね。
Ｔ　：おばあさんと，はやとさんに大きな拍手をしましょう。
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し，ビデオでメモの内容を補完することで，演者や観客が他の児童の発言に同意する場面を見取ることができ，学習状
況の把握をすることができた。
５　考察
　役割演技を用いたのは，内容項目の如何に関わらず，登場人物の会話のやりとりがある読み物教材であった。登場人
物が親，祖父，昆虫だった場合は，児童の生活体験から登場人物の心情が想像できないと判断し，役割演技を実施しな
かった。しかし，「はやとのゴール」の祖母役については，日常生活の中で荷物を持ったり，持たれたりする経験から，
祖母の心情に自我関与しながら発言する児童がいたため，役割演技を実施することができた。これらのことから，教材
だけでなく，児童の生活経験の実態や授業中の発言を基に役割演技実施の可否を判断することができることが明らかと
なった。
　また，役割演技を用い，観客が演者を「視る」ことで，児童が分析者としての役割に徹することから，授業者は，授
業中に児童の学習状況を無理なく記録することが可能であることが分かった。一方，演者のリフレクションにおいては
十分メモすることができなかったが，撮影した映像と併用することで，授業後に短時間で学習状況を把握することは可
能であると考える。
　今回の役割演技は，１年生になってから２回目であった。そのため，やりとりがとても短くなっている。しかし，役
割演技の観客が演者の役割演技を通して道徳的行為についての自分なりの根拠を述べていたように，教材の続きを役割
演技で演じると，観客にとって道徳的価値に対する焦点化が図られることが，観客に対して行ったリフレクションから
明らかとなった。また，演者に対して行ったリフレクションの内容から，演者は観客の児童の発言を聞くことで，道徳
的行為に対する多様な考えが深まったことが明らかとなった。このように考えると，役割演技を取り入れることは，単
に評価材料を集める場となるだけでなく，監督役割を発揮することで，児童が自ら解釈したことを明らかにし合ったり，
明らかになったことを演者や観客にフィードバックしたりすることで，深めたい道徳的価値の理解の内容が焦点化され，
その過程を丁寧に見取ることにつながる。授業のねらいに即した指導と評価の一体化を図り，学習状況の様子を見取る
上でも，役割演技を取り入れることは，有効であると言える。
６　成果から見た今後の課題
　効果的な指導法の一つである役割演技を，道徳科授業に取り入れることは，評価においても効果的に活かすことがで
きることが明らかとなった。これは，小学校入門期の児童だけでなく，他学年で実施する道徳科授業でも有効な方法で
あると考えられる。
　一方，役割演技を用いることに適さないと思われる教材において，見取りの方法を探っていく必要がある。児童の発
言や姿勢を肯定的に捉えることで，「よりよく生きようとする力」が発揮され，豊かな心情が育っていく。児童を肯定
的に見取る方法を，さらに豊かにしていきたいと考える。
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